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名古屋第二赤十字病院 医療技術部 放射線科 堀部 良美 
 
1．はじめに 
ネパールの首都カトマンズの北西約 77 キロメートルを震源として 2015 年 4 月 25 日の現地時間 11
時 56 分、マグニチュード 7.8 の地震が発生しました。また、その後の 5 月 12 日にも、カトマンズを挟
んだ東側でマグニチュード 7.3 の地震が発生しました。 
死者数は 8856 人、全壊または半壊した家屋は合計で約 80 万戸に上ると報告されています（7 月 14 日
現在、国際赤十字・赤新月社連盟 発表）。 
日本赤十字社では調査職員 1 人を 4 月 25 日の地震発生当日、医師・看護師ら 4 人を翌 4 月 26 日にネ
パールに派遣し、国際赤十字・赤新月社がネパール政府から医療支援活動を依頼されたシンデュルパル
チョーク郡メラムチ村（カトマンズから北東へ約 29 キロメートル。車で約 2 時間半の距離）で現地調
査と医療活動を開始しました。さらに、日赤の保健医療チーム（緊急対応ユニット：ERU）第 1 班 14
人が 4 月 30 日、現地に向けて出発し、5 月 1 日から本格的に診療活動を開始しました。私は ERU 第一
班の一員として現地で約 60 日間活動を行いました。 
 






ERU チームの人員としてはチームリーダーをはじめ、医師 2 人、看護師が 3～6 人、機材を整備する









 日本赤十字社が活動した診療所はこの地域唯一の診療所で医師 2人を含む医療スタッフ 名で運営さ
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4．現地での活動① 
本格的に現地での活動を開始したのは 5 月 1 日。診療所のもともとの体制を維持しつつ、日本人医師
の技術を生かすため、初期診察は現地の医療者が行いました。そのうえで治療や処置が必要だと判断さ
れた患者を ERU チームが担当していました。 
現地診療所にはもともと X 線撮影室が備わっていましたが、教育を受けた技師がいるわけではなく、地
震後は患者数の増加により対応が困難だったこともあり、使われていない状態でした。今回の ERU チ
ームでは Canon 社製の X 線撮影装置 CXDI-50D を持ち込んでいましたので、この装置を 5 月 2 日に診
療所の X 線撮影室に設置に撮影を開始しました。 




























から 2 週間もたてば X 線の撮影は減るだろうと予想していましたが、実際には急激に減ることはなく平
均で 14人ほどの撮影を行いました。 
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9．最後に 
日本赤十字社の中でも国際救援活動に登録されている放射線技師の数は限られています。医療が高度
化していく中で国際救援のような現場でも医師は画像診断を必要としていると感じました。 
この機会にぜひ国際救援活動にも関心をもっていただけたらと思います。 
 
多忙のなか、人手不足にも関わらず快く送り出してくれ、現地での活動中もいろいろな形で応援して
いただいた名古屋第二赤十字病院放射線科の皆さんに感謝します。 
